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第 209 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

安心できる居場所 〜『柔和なる者は地を嗣がん』〜 

 

2023年10月22日は、CAJ(クリスチャン・アカデミー・イン・ジャパン)で2008年にスタート

した『東久留米がん哲学外来』(代表：小林真弓氏）の『15周年記念会』である。 筆者は【『言

葉の処方箋のエッセンス』～ 安心できる居場所 ～】の講演の機会が与えられた(画像)。 

Wifeは、スタッフの方もお手伝いされたクッキーを持参する(画像)。 英訳もされた猪口由

紀子氏は、『OKIちゃん 言葉の旅』と『しずくの冒険』（画像）も持参されるようである。 

愛情豊かなスタッフの皆様には、ただただ感謝である。  まさに、 

① 自分の力が人の役に立つと思う時は進んでやれ 

② 人の欠点を指摘する要はない、 人のあやまちは語るには足らぬ 

③ 理由があっても腹を立てぬこそ非凡の人 

④ 感謝は優しき声に表れる 

⑤ 心がけにより逆境も順境とされる 

 

の実践である。 

 

その後、東久留米駅前の『イースト サイド カフェ & ダイニング』で『読書会』である (画

像)。 英文で書かれ、現在でも世界に誇る名著とうたわれる 新渡戸稲造著『武士道』＆内

村鑑三著『代表的日本人』を熟読玩味する時である。 今回の箇所は『武士道』第17章『武

士道の将来』で、西田千鶴美氏と三国浩晃氏が音読される。 徹夜で、練習されたことであ

ろう！  

 

特に『柔和なる者は地を嗣がん』、『不死鳥のごとくに起る』、『おのおのの国民にその国

語をもって語る』が今回の学びである。 人間は自分では『希望のない状況』であると思っ

たとしても、『人生の方からは期待されている存在』であると実感する深い学びの時が与え

られている。『読書会』は、『表面的なhappy』vs『内から湧き出るjoy』の違いの考察の時

ではなかろうか！  

 

終了後は、『イースト サイド カフェ & ダイニング』の隣のインド料理ルチラで、定例の

夕食会である。   
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OK I-ch a n ’s  J o u r n e y  t o  M e mo r a b le  W o r d s  

OK Iちゃん 言葉の旅 

Spring Water from the Heart 

 心のSpring water (湧き水)  編 

OKI -chan 
ki ngf i sher  

  

しずくの冒険 しずくの冒険 
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T e a r d r o p  

Spring Water from the Heart 

 心のSpring water (湧き水)  編 
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